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来
春
、
新
し
い
五
千
円
札
の
顔
は
津
田
梅
子
に
な

る
。
日
本
初
の
女
子
留
学
生
の
ひ
と
り
津
田
梅
子

﹇
１
８
６
４
―
１
９
２
９
年
﹈
は
、
６
歳
で
渡
米
、

森
有
礼
の
斡
旋
で
米
人
夫
婦
に
育
て
ら
れ
る
。　

歳
１７

で
帰
国
後
華
族
女
学
校
な
ど
で
英
語
教
師
と
し
て
働

く
。
だ
が
、
真
の
教
育
者
に
な
る
に
は
勉
学
不
足
と

再
度
渡
米
、
ブ
リ
ン
マ
ー
女
子
大
学
で
学
ぶ
。
そ
し

て
１
９
０
０
年
、
女
子
に
専
門
教
育
を
与
え
る
最
初

の
学
校
、
女
子
英
学
塾
﹇
現
・
津
田
塾
大
学
﹈
を
東

京
・
麹
町
の
借
家
に
開
い
た
。「
英
語
の
専
門
家
に
な

ら
う
と
骨
折
る
に
つ
け
て
も
、
完
た
い
婦
人
と
な
る

に
必
要
な
他
の
事
柄
を
忽
せ
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

完
た
い
婦
人
即
ちall
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と
な
る
よ
う

に
心
掛
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」﹇
開
校
式
式
辞
﹈
と
、

一
期
生　

人
に
語
り
か
け
た
。
専
門
教
育
に
と
ど
ま

１０

ら
ず
、
人
間
と
し
て
の
修
養
を
目
指
し
た
。
梅
子
は
、

私
の
母
が
在
学
中
に
他
界
し
た
が
、
そ
の
生
涯
を
教

育
に
捧
げ
た
。

　

彼
女
は
、
取
り
巻
く
人
々
に
恵
ま
れ
た
。
父
・
仙

は
、
佐
倉
生
ま
れ
、
藩
主
堀
田 
正  
睦 
の
影
響
を
受
け

ま
さ 
よ
し

て
蘭
学
を
学
ぶ
が
、
の
ち
英
学
に
転
じ
る
。
田
安
家

の
家
臣
津
田
大
太
郎
の
養
子
と
な
り
、
幕
府
の
用
務

２２０

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

で
福
沢
諭
吉
な
ど
と
通
弁
﹇
通
訳
﹈
と
し
て
渡
米
し

た
。
明
治
に
な
っ
て
は
開
拓
使
が
企
画
し
た
女
子
留

学
生
募
集
に
い
ち
は
や
く
娘
を
応
募
さ
せ
た
。
教
育

熱
心
で
、
留
学
直
前
ま
で
、
梅
子
に
三
田
の
私
塾
・

三
省
堂
で
読
書
と
習
字
を
学
ば
せ
て
い
る
。

　

と
も
に
留
学
し
た
４
歳
年
長
の
山
川
捨
松
は
、
生

涯
の
友
だ
っ
た
。
現
地
の
高
校
か
ら
名
門
女
子
大
学

バ
ッ
サ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
、
卒
業
式
で
は
優
等
生

の
ひ
と
り
と
し
て
卒
業
演
説
を
行
な
う
ほ
ど
の
才
媛

だ
っ
た
。
会
津
出
身
だ
が
、
帰
国
後
、
薩
摩
出
身
の

大
山
巌
陸
軍
卿
と
結
婚
。
鹿
鳴
館
を
舞
台
に
、
外
交

や
日
本
初
の
慈
善
バ
ザ
ー
を
開
く
な
ど
、
中
心
人
物

と
し
て
活
躍
す
る
。
他
方
で
、
梅
子
の
学
校
つ
く
り

を
、
米
国
に
お
け
る
基
金
集
め
や
英
語
教
師
の
招
聘

な
ど
献
身
的
に
支
援
。
開
校
後
も
、
理
事
と
し
て
同

窓
会
長
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
続
け
た
。

　

維
新
の
大
業
と
い
う
、
今
日
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
激
動
期
の
最
中
に
、「
国
費
で　

年
間
少
女
た
ち

１０

を
留
学
さ
せ
る
」。
そ
ん
な
長
い
時
間
軸
で
の
企
画

を
進
言
し
た
の
は
、
幕
末
に
英
国
留
学
し
た
薩
摩
藩

士
の
ひ
と
り
森
有
礼
で
あ
る
。「
日
本
が
生
ん
だ
西

洋
人
」﹇
伊
藤
博
文
﹈
有
礼
は
、
新
政
府
に
あ
っ
て

「
人
斬
り
包
丁
は
不
要
」
と
廃
刀
令
を
起
案
、
男
女

同
権
の
自
説
に
従
い
福
沢
諭
吉
を
証
人
に
婚
姻
の
誓

約
文
を
読
み
上
げ
て
結
婚
し
た
。
の
ち
に
内
閣
制
初

代
文
部
大
臣
に
な
る
有
礼
が
、
外
交
官
と
し
て
在
米

中
、
訪
ね
て
き
た
黒
田
清
隆
﹇
開
拓
次
官
、
首
相
﹈
に
、

女
子
留
学
の
必
要
性
を
訴
え
、
米
国
で
の
世
話
を
約

束
。
言
行
一
致
で
そ
れ
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。

　

梅
子
や
捨
松
に
思
い
を
は
せ
る
時
、
大
き
な
転
換

点
を
動
か
す
要
は
教
育
に
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
実

感
す
る
。

２２１　経済倶楽部講演録―２０２３．４


